
                                             2019 年 10 月 

共に県政をつくるため 

日ごろの皆さまのご意見、ご要望をぜひお寄せください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際教養大学（秋田市） 

～イングリッシュヴィレッジ（英語村）～ 

イングリッシュヴィレッジは、大学生が運営する

「持っている英語力でこれだけコミュニケーション

ができる！」という体験ができる場所。訪れた学生だ

けでなく、運営する大学生の能力も向上する。また、

中高生にとって、大学生が英語で指導する姿は、身近

なロールモデルであり刺激になるようだ。口コミで申込みが殺到し

ており、リピート率は100％。秋田県内の学校以外は有料で、旅行

会社を通じ、県市と協力して教育旅行としており、大学が観光資源に

もなっている。仕組みづくりと人材養成をすれば、例えば環境大学の

英語村を進化させるなどして鳥取県でも実施できる可能性がある。 

 

七郷小学校 ～新域防災安全科」の研究開発～ 

８年前の東日本大震災で、七郷小学校は避難所として教職員が運営し、経験

から多くの教訓を得た。また近くの荒浜小学校は10メートルの津波が直撃、生

徒たちは屋上に避難し一夜を過ごした。現在、荒浜小学校は七郷小学校と統合

され、七郷小学校は震災の記憶も引き継ぐこととなった。         

文科省の指定を受け、新しい教育課程・指導法の開発を行い、新領域「防災

安全科」を創設。震災の記憶を引き継ぎ、小学生の頃から防災対応力

を高めるため、全学年で年間30～35時間の学習を実施。指定終了後

も、「防災・安全の学習」として継続。自助と共助の意識をもって地

域と連携し防災訓練を実施し、お年寄りの避難を子どもたちも支援

する。行動する力を得た子供たちは、地域の防災リーダーとして活躍

し、これからの社会を担っていくことが期待されている。 
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